
 

 

 

資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

「総合的な学習の時間」学習指導案 

        

１ 日時・場所  平成２８年１０月 ７日（金） ５校時   

２ 学 年    第４学年 １３名 

３ 単元名    「大崎上島の海の生き物について調査しよう！」（第４学年，全２５時間） 

４ 単元設定の理由 

（１）児童の実態  

児童は，昨年度の総合的な学習の時間で，大崎上島学として，町内３校で「大崎上島めぐり」にで

かけ，大崎上島町の特徴や，よさについて学習してきた。児童は，美しい自然や，造船の歴史を知り，

大崎上島は，昔から海との関わりを大切にしてきたということを学んだ。このことから，「これからも

海を大切にしたい。」「海の様子についてもっと知りたい。」という，思いが高まった。そこで１学期に

は，「大串海岸の海の生き物探検」で大崎上島の海の生き物の実態調査を行った。十年前に大崎上島に

いた生き物のラミネート集を基に，昔と今の生き物の違いを比較させながら，整理分析をし，分析の

結果から大崎上島の海の生き物が減っていることに気付いた。さらに，夏季休業中に町内３校の小学

４年生が集まり，グローバルキャンプで各校の総合的な学習の時間に調べたことを発表し合った。そ

こで，多様な表現方法があることを学んだ。 

１学期の終わりに行った，「総合的な学習の時間」におけるアンケートでは，すべての項目において

肯定的評価をしている児童の割合は８６％以上である。しかし，『自分たちで計画を立てて学習を進め

ている』や『「たぶんこうかな」「こうすればできるかな。」と予想しながら学習している。』の項目に

「どちらかといえば」と回答した児童が６４％であった。このことから，予想したり，計画を立てた

りして主体的に学習することに課題があるといえる。昔と比べて海の生き物が，どうして減ったのか

を予想させ，自ら課題を設定できるようになることをねらい，本単元を設定した。 

（２）教材について 

  大崎上島は，昔から造船や廻船で盛えており，海との関わりが深い町だが，児童は，本土へ行くた

めには必ずフェリーに乗らなければならず，海があることで，不便だと思う気持ちがあることや，き

れいな海があることが当たり前と思っている児童が多く，大崎上島の海のすばらしさに気付いている

児童が少ない。しかし，大崎上島を訪れた方に感動をあたえるのは，美しい海である。この美しい海

に，自信と誇りを持ち，大崎上島の美しい海を他地域にアピールすることができれば，地域に貢献に

つながると考える。「海の生き物探検に行こう」を扱うことで，大崎上島に誇りと愛着を持ち，将来を

担うたくましく生きる児童の育成，さらに，海を守る活動をしてくださっている地域の方とのとつな

がりを深めることで，自分も，地域の一員として主体的に関わろうとする児童の育成につなげていき

たい。 

（３）単元の目標 

学校教育目標 「自分を大切に 他人を大切に ふるさとを大切にする東野っ子の育成」 

 

めざす子供像 「誠実な子 親切な子 努力する子 ふるさとを大切にする子」 

 

 

 

 

 

 

資料３    



 

 

 

本校の児童につけたい資質・能力 

 

 

  

（４）単元の評価規準 

 学習方法 他者や社会との関わり 自分自身に関すること 

 

 

 

評 

 

価 

 

規 

 

準 

① 創造力 

・海の生き物や環境の変化を 

探るために，どのような手

順で，どんな情報を集めた

らよいか考え，主体的に計

画を立てている。 

・他者と協働し，海の生き物

を守るための，よりよいア

イディアを出し合うことが

できる。 

②豊かな表現力 

・必要な情報を，主に人との

関わりから収集し，分類・

比較しながら整理し，表現

している。 

・相手意識を持って相手に伝

わるような表現の工夫をし

ている。 

③リーダーシップ 

・身近な人に尋ねたり，友達の

意見を聞いたりして，人と主

体的に関わっている。 

④回復力・耐える力 

・友達，地域の方，他校の児童

の意見や情報を受け入れ，協

働して課題を解決している。 

 

 

 

 

 

⑤自らへの自信 

・地域の方との触れ合いを通

して，自己や地域のよさに

気付いている。 

⑥郷土を担う使命感 

・美しい海を守るために，自

分ができることを考え，自

らの生活を見直している。 

（５）指導計画（全 44時間 本時 11/44） 

月 学習内容 
時 

数 

関連する  評価規準（B） 

【評価方法】 教科 

４ 

 

 

 

 

 

①課題の設定（４） 

○大崎上島町の海についてのアンケートを取り，町民と来島 

者のアンケート結果を比較しながら，大崎上島の海のイメ 

ージマップを作成する。 

○「大崎上島の海は，本当にきれいで，生き物もたくさんい 

るのか調べよう」という課題を設定し，学習計画を立てる。 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

国語 

 

 

 

 

①創造力 

・大崎上島の海は本当にきれいなの 

 かを探るために，どのような手順で

どんな情報を集めたら良いかを考

え，主体的に計画を立てることがで

きる。 

スキル ①創造力 ○ ・人の話をしっかり聞き，必要な情報を収集することができる。 

・活動・体験を通して，自らの課題を設定することができる。 

・他者と協働し，よりよいアイディアを出し合うことができる。 

②豊かな表現力 ◎ ・自分の思いや考えを整理して，書き表すことができる。 

・相手意識を持ち，大きな声で，分かりやすく表現することがで

きる。 

意欲・関心 ③リーダーシップ ○ ・自分から挨拶をしたり，声かけをしたりすることができる。 

・社会のきまりやルールを守ることができる。 

・異なる意見を受け入れたり，みんなの意見を繋いだりする。 

④回復力・耐える力 ◎ ・身近な人に相談したり，友達と助け合ったりして，課題を解決

しようとする。 

・困難な状況でも，最後まで粘り強く取り組むことができる。 

価値観・ 

倫理観 

⑤自らへの自信 ○ ・自己や友達の良さや，頑張りを認めることができる。 

・郷土の自然・人材との触れ合いを通して，地域のよさに気付く

ことができる。 

⑥郷土を担う使命感 ◎ ・大崎上島のことを知り，誇りをもつことができる。 

・地域のために，自分にできることを考えることができる。 



 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

②情報の収集（６） 

○『大串海岸の海の生き物探検』を行い，大崎上島の海の生 

き物の実態調査をする。…８/27（月）13時～16時 

 （講師：元広島大学教授の鳥越先生，元東野小校長の岡田先生） 

☆大崎上島学…町の三小学校合同の学び 

※宿題で，大崎上島の海に昔どんな生き物がいたのか，家族 

にインタビューし，情報を集める。 

③整理・分析（６） 

○十年前に大崎上島にいた生き物ラミネート集を基に，昔と 

今の生き物の違いを比較させながら整理分析する。 

④まとめ・創造・表現（６） 

○各校で結果をまとめる方法を考え，分かりやすく表現する。 

○大崎上島の海の生き物を，簡単な英語で，留学生に発表す

る。 

☆グローバルキャンプ（大崎上島学） 

①課題の設定（２） 

○ウェビングで生き物が減った理由を話し合う。 

 

○「生き物がたくさんいる海を守ろう」という課題を設定し，

計画を立てよう。 

 

②情報の収集・整理分析（４） 

○どうして海の生き物が減っているのか情報を集める。 

 ・資料から生き物が減った原因を調べる。 

 ・宮島水族館の赤木さんから，スナメリに関する話を聞く。 

○Ｚegonの谷川さんや宮島水族館の赤木さんに，詳しい原因

を聞く。 

③創造性（１） 

○大崎上島の海を見守る人を増やしてほしいという思いを受 

けて，自分達にできることを考える。 

 ・「あまも調査隊」を作って海の様子を調査する。 

・海岸を清掃して海岸をきれいにする。 

・海の生き物グッズをつくり，販売して，スナメリのこと

を知ってもらう。 

 

④まとめ・創造・表現（３） 

○実現可能なアイディアを絞り，グループに分かれて企画書

を書く。 

○専門家の方にグループごとにアピールし，評価をもらう。 
 

⑤課題の再設定（１） 

○評価を受け，ＫＪ法でグループの企画書を分析し，改善策

を考える。                 （本時） 

 

⑥情報の収集・整理・表現（４） 

○改善策を実行するために，地域の方から情報を集める。 

 

○試作品やポスター，プレゼンテーションを作る。 

 
⑦実行（２） 

○地域に，作品や考えを表現する。 

 
 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

３ 

３ 

 

 

 

１ 

１ 

 

 

２ 

 

２ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 ２ 
 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

理科 

国語 

 

 

 

 

 

理科 

 

 

 

国語 

裁量 

 

 

国語 

 

 

 

 

国語 

 

理科 

 

 

国語 

 

 

 

 

社会 

 

道徳 

 

 

国語 

 

 

社会 

図画工作 

 

 

 

国語 

 

 

 

③リーダーシップ 

・講師の先生や，三校の児童と積極 

的に関わり，協同して色々な種類 

の生き物を探すことができる。 

             

 

 

④回復力・耐える力 

・友達と協働して，分かりやすく整

理し，分かったことをまとめてい

る。 【行動観察・振り返り記述】 

②豊かな表現力≪書く・話す≫ 

・今と昔の生き物を比較し，何がどれ

だけ増減しているのか，どんな生き

物が減っているかを分かりやすく

整理し，表現することができる。 

①創造力 

・生き物が減った原因を，ウェビン

グしながら，これから学習したい

ことや，学習の手順などを主体的

に考え，計画を立てている。 

【発言・態度】 

⑤自らへの自信 

・海を守る活動をしている方が，地 

域にいることを知り，地域の人々

の努力や地域のよさに気付くこと

ができる。     【行動観察】 

 

 

①創造力 

・海を見守る人を増やすために，自  

 分達ができることを考え，他者と

協働し，よりよいアイディアを出

し合うことができる。       

【発言・態度】 

 

 

②豊かな表現力≪書く≫ 

・必要な情報を，グループごとに収 

集し，分類・比較しながら企画書

に表現している。【ワークシート】            
 

④回復力・耐える力 

・友達からのアドバイスを受け入れ

て，協働して改善策を考えている。 

    【行動観察・振り返り記述】 
 

③リーダーシップ 

・自分から友達に尋ねたり，友達の

意見を受け入れたりしながら，人

と主体的に関わり，表現すること

ができる。     【行動観察】 
 

②豊かな表現力≪話す≫ 

・相手意識を持ち，分かりやすい表 

現の工夫をしている。【行動観察】 

 



 

 

 

⑧まとめ・振り返り（５） 

○これまでの学習を振り返り，学んだことや実行後の心の変 

化をまとめる。 

○三校合同で今後の大崎上島の海について発表し合う。 

☆大崎上島学…町の三小学校合同の学び（Ｋ授業） 

⑨振り返り（１） 

○これまでの活動を振り返るとともに，他校の提案を聞き，

自分の生活や暮らしに生かせることを作文に書き，書いた

ことを交流する。 

 

３ 

 

２ 

 

 

 

１ 

 

 

道徳 

 

国語 

 

 

 

国語 

 

①創造力 

・友達のアドバイスを生かして，ス

ナメリを増やす方法を主体的に考

えることができる。【発言・態度】 

 

⑥郷土を担う使命感 

・大崎上島の海を守るために，自分

にできることを考え，自らの生活

を見直している。【振り返り記述】 

⑤自らへの自信 

・大崎上島の海のよさや自分の成長 

を実感することができる。 

【ワークシート】 

 

５ 本時の展開（11／22） 

（１）本時の目標 

   ○前時の評価からグループで書いた企画書をＫＪ法で分析し，多くの人にスナメリを見守って

もらうにはどこを改善したらよいかを考えることができる。    【④回復力・耐える力】 

（２）本時の評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）準備物 

   学習計画表，模造紙，アドバイスを書いた付箋，マジック，ワークシート 

 

（４）学習展開 

 学習活動 指導上の留意点（〇） 

UDを視点とした支援（ ） 

評価規準 

【評価方法】 

課題

設定 

 

 

 

情報

収集 

 

 

整理

分析 

 

 

 

１ 本時の学習課題を設定する。 

（全体） 

・スナメリ観察会を想起させる。 

・単元計画の掲示物を見ながら，本時

の課題を確認する。 

本時の課題 

 

２ 企画書に付箋をはる。（全体） 

・自分のグルーブのメンバーが書いた， 

付箋紙を企画書に貼る。 

・自分のグループ以外の企画書を見合 

い，アドバイスを書き加える。 

・アドバイスを直接伝え合う。 

 

起・・本時のねらいに沿った

問題提示 

○考えるアイテムを，前時

に，各自が書いた付箋紙

とし，それを分類すること

を確認する。【つくる足場】 

 

４構造的な板書 

 テーマごとに板書し，視 

覚的に分かりやすく板書す

る。 

８改善点（アドバイス）は，黄

色の付箋紙に書き込ませ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
Ａ Ｂ 支援 

友達のアドバイスを生か

して，多くの人にスナメリ

を見守ってもらうために，

よりよい方法を主体的に

考え，計画を立てることが

できる。 

友達のアドバイスを生か

して，多くの人にスナメ

リを見守ってもらうため

に，よりよい方法を主体

的に考えることができ

る。 

・友達からもらったアドバイスを

一緒に読み直し，どこを改善す

る必要があるのかを考えさせ

たり，グループでもらったアド

バイスの中から，実現できそう

なものを選ばせたりする。 

より多くの人に大崎上島の海を見守ってもらえる企画書に改善しよう。 

 

④
回
復
力
・
耐
え
る
力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

振り

返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アドバイスを受けてどんな活動に改

善するかを話し合う。 

・アドバイスと付箋紙を見ながら，自分達 

の企画をもっとよくするための作戦を考 

える。 

 

 

４ 全体で，グループで話し合った内容

を発表し合う。 

・グループごとに話し合った内容を順番 

に発表し合う。 

 

 

 

５ 振り返り，次時の予告を確認する。 

・本時の振り返りを書く。 

 「アドバイスを生かして，もっとよい企

画書にして，スナメリを見守る人を増

やしていきたい。」 

・次時の学習を確認する。 

 アドバイスを生かしてもっとよい企画書 

にしよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○付箋紙を色分けし，企画

書に直接付箋紙を貼らせ

ることで，よい点，課題，

改善点を見やすくする。 

○教師は，児童が主体的に

取り組めるように，ファシリ

テーターを務める。 

 

 

 

 

○具体的にどんな活動をす

るのかを考えさせる。 

○相手意識を持たせ，大き

な声で発表させる。 

○国語科の「みんなで新聞

を作ろう」の学習で学んだ

ことを想起させる。 

結・・振り返り 

７「東野小の学習の進め方」 

振り返りを，することで，本

時の学びを確かなものに

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④回復力・耐える力 

・友達からのアドバイスを 

受け入れて，協働して

改善策を考えている。

【行動観察・振り返り記

述】 

 

 

（５）板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転・・｢アドバイスを受け

て，改善策を考える活用

する力｣を試す 

 

 

企画書①『あまも調査隊』 

 

企画書②『海岸ピカピカにし隊』 

 

企画書③『海の生き物グッズ販売し隊』 

 

10/7 大崎上島の海の生き物について調査しよう。 

めあて    

 

 より多くの人に大崎上島の海を見守ってもらえる企画書に改善しよう。 

 企画書①『あまも調査隊』 

 

 企画書②『海岸ピカピカにし隊』 

 

 企画書③『海の生き物グッズ販売し隊』 

 

アドバイスを

生かしてもっ

とよい企画書

にしたい。 

ふりかえり 



 

 

 

資料４  
平成２８年８月３０日 

   
  

 

大崎上島の海の美しさを知ろう 

～スナメリが住む環境を守ろう～ 

１ 目的  ・大崎上島近海に生息するスナメリの生態を知り，海と生き物の関係を追求す

ることができる。 

      ・「広島丸」に乗船し，普段は見ることができない海側から大崎上島や，周り

の海を観察することによって，大崎上島の美しさや良さを感じることができ

る。 

      ・スナメリを守る活動をされている方々からお話を聞き，地域の方々の努力や

願いに気付くことができる。 

      ・ルールやきまりを守り，礼儀正しく接し，安全な行動をとる。 

２ 場所  広島商船高等専門学校桟橋（広島丸）  

３ 参加人数 ・児童数 ５２名 ・教職員１２名 ・保護者約１０名 

      ・講師 ５名 

４ 日程  ９月１３日（火） 

５ カウント ⑤総合 or 生活 ⑥総合 or生活 

※11：10～11：50給食，帰りの準備は大休憩にしておく 

 

行き    貸切バス 

 学校出発      広島商船高等専門学校桟橋着    広島丸乗船 
(トイレを済ませて玄関前集合)  （桟橋で学年ごとに並ぶ）       

 12：00        12：15               12：25 
 

  広島丸船内にて 

   開会式  スナメリの講義  スナメリ観察       閉会式 
  （司会：早副） （講師：宮島水族館の赤木先生） （講師：Ｚegon の会）          （あいさつ：児童会） 

           ,対象：３～６年児童                     

  12：30     12：40～13：40      13：50～15:40           15：50 
 

帰り                    貸切バス 

広島丸下船   広島商船高等専門学校出発    学校着 
16：00      16：10                16：25（一斉下校 16:30） 

 

 ※バスは児童５２名＋教職員３名のみ 

 ※他の教職員は，相乗りで，グローバルキャンプ時に停めた駐車場へ 

６ 活動について 

◎開会式（桟橋にて）  （12：30～12：37） 

12：30 学年ごとに集合 



 

 

 

①児童代表はじめの言葉（児童会：    ） 

②校長先生のお話（講師自己紹介） 

※開会式終了後乗船（1，2年はデッキ，3～6年は会議室に移動） 

   ◎スナメリについての講義（３～６年）（12：40～13:40） 

・宮島水族館の赤木先生による，『スナメリについてもっと知りたいな！』 

 の講義をきく。（※児童が，積極的に質問できるように事前準備を） 

     ・感想がある人は，立って発表する。 

◎スナメリ観察（広島丸デッキにて）（13：50～15：40） 

・Ｚｅｇｏｎの会のお話を聞いて，スナメリを探し（スナメリ観察）に行く。 

※安全確認を怠らないように，監視に教員を１名配置する。 

◎閉会式（桟橋にて）進行：早副 （15：50～16：00） 

15：50 学年ごとに集合 

①児童代表おわりの言葉（児童会：    ） 

②お礼のあいさつ 

   ◎下船 16：00 

 

７ 雨天・風の場合 

・スナメリ観察ではなく，大崎上島の地形等を観察（少雨決行） 

８ 事前準備・確認事項 

  ・ゴミ袋・トイレットペーパー・救急セットの用意をしておく。 

  ・緊急時の対応の仕方を校内で確認しておく。 

  ・車に乗って行く教職員（越田先生：荷物運搬・救護，竹本：広島丸のトイレの清掃） 

  ・感想文（絵日記・礼状等）を，後日早副が集約し，講師の先生へ送る。 

９ 持ち物   

  ・教職員は，携帯電話持参（緊急時は管理職に連絡） 

   

 ≪児童の持ち物≫  

・赤白帽子・動きやすい服装・お茶・タオル・ハンカチ・ちり紙・（酔い止め） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

資料５ 

大崎上島の海の生態を調べよう 

～スナメリが住む環境を守ろう～ 

 

１ 目的  ・大崎上島近海に生息するスナメリの生態を知り，海と生き物の関係を追求す

ることができる。 

      ・あまもとスナメリについてのお話を聞き，地域の人々の努力や，自然豊かな

大崎上島周辺の自然環境のよさに気付くことができる。 

      ・ルールやきまりを守り，礼儀正しく接し，安全な行動をとる。 

 

２ 場所  広島商船高等専門学校桟橋（練習船ひかり）  

 

３ 参加人数 ・児童数 １４名 ・教職員４名  

               ・環保協  

               ・Ｚｅｇｏｎ  

４ 日程  １０月２７日（木） 

 

５ カウント ①学活 ②総合 ③総合 ④総合 

※8：45～12：15 

 

行き   ※児童は教職員の自家用車同乗 

 学校出発       広島商船高等専門学校桟橋着     開 会 式 
(トイレを済ませて玄関前集合)                           （司会：早副）  

 8:45         9:00                    9:10～9:20 

 

  船内にて 

  ひかり乗船   スナメリ観察  と あまものお話       下  船 

  9:20～     9:30～11:40（講師：環保協平岡先生，Ｚegonの方） 

                              

帰り                    ※児童は教職員の自家用車同乗                    

閉 会 式    広島商船高等専門学校出発       学 校 着 
（司会：早副） 

11:40～11:50    12：00                    12：15 

 

 ※教職員の車は，グローバルキャンプ時に停めた駐車場へ 

６ 活動について 

◎開会式（桟橋にて） （ 9：10～ 9：20） 

9：10 班ごとに集合 

①児童代表はじめの言葉  

②校長先生のお話（講師紹介） 

※開会式終了後乗船 

 



 

 

 

◎スナメリ観察・あまものお話（9：00～11：30）【満潮 8:18 干潮 14:09】 

・Ｚｅｇｏｎのお話を聞きながら，スナメリを探す。 

・あまもについてのお話を聞く。 

・感想や質問がある人は，立って発表する。 

※安全確認を怠らないように，必ず監視に教員を１名配置する。 

 

◎下船（11：30～11：40） 

◎閉会式（桟橋にて）  （11：40～11：50） 

 11:40  班ごとに集合 

①児童代表おわりの言葉  

②お礼のあいさつ 

    

７ 雨天・風の場合 

・スナメリ観察ではなく，あまも観察を行う。（少雨決行） 

・竹原港 満潮 ８：１８（293ｃｍ），干潮 １４：０９（86ｃｍ） 

８ 事前準備・確認事項 

  ・ゴミ袋・トイレットペーパー・救急セットの用意をしておく。 

  ・緊急時の対応の仕方を校内で確認しておく。 

  ・感想文（絵日記・礼状等）を，後日早副が集約し，講師の先生へ送る。 

・教職員は，携帯電話持参（緊急時は管理職に連絡） 

９ 持ち物   

  ・赤白帽子・動きやすい服装・お茶・ハンカチ・ちり紙・（酔い止め） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

資料６  
平成２９年２月２８日 

   
  

スナメリ復活プロジェクト実践報告会 

～大崎上島の海を守れ～ 
 

１ 目的  ・協力していただいた方々に，スナメリ復活プロジェクトの実践報告をするこ

とで，大崎上島の海や，自分たちの頑張りに自信や誇りを持つことができる。 

      ・スナメリを守る活動をされている方々からお話を聞くことで，地域の方々の

努力や願いに気付くことができる。 

・地域の方と協働し，海と人間のよりよい関係について考え，今後の見通しを

持つことができる。 

      ・ルールやきまりを守り，礼儀正しく接し，安全な行動をとる。 

２ 場所  大崎上島町立東野小学校 ４年教室  

３ 参加人数 ・児童数 １４名 ・教職員 ３名  

      ・講師  ４名 

４ 日程  ３月１０日（金）１４：００～１５：３５ 

５ カウント ⑤総合 ⑥総合 

６ 活動について 

◎開会式 （１４：００～１４：０５） 

14：00 班ごとに集合 

①児童代表はじめの言葉（４年代表） 

②校長先生のお話（講師紹介） 

 

◎実践報告 １グループ１０分以内（１４：０５～１４：４５） 

・３チームに分かれて，１年間の活動の実践報告を行う。 

・感想や質問がある人は，立って発表する。 

    

   ◎５分休憩  （１４：４５～１４：５０） 

◎実践報告についての講評 （１４：５０～１４：００） 

  

◎討論会「大崎上島の海を守るために何ができるだろう」（１４：００～１４：３０） 

 ・地域の方と意見交流をする。 

◎閉会式  （１４：３０～１４：３５） 

 １４:３０  班ごとに集合 

①児童代表おわりの言葉（４年代表） 

②お礼のあいさつ 

 



 

 

 

資料７  「児童が地域に向けて作成したもの」 

①スナメリがいる大崎上島の海を守ろうと呼び   ②中国新聞みんなの新聞コンクールに応募 

かけるしおり 

 

 

③地域にごみ拾いを呼びかけるために作成したポスターとチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

④町の文化祭（すみれ祭り）で，児童が地域の方に配布した，「スナメリがいる海を守ろう」と呼びかけ 

るパンフレット 

表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

資料８  「町内３小学校での各校の海を守る取組の発表内容」 

①海岸のゴミを拾うために，東野地区の海のゴミを調査した結果をまとめた模造紙 

 

 

②大崎上島の海の水質調査をした結果をまとめた模造紙と写真 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

③スナメリがいる海を守るために，取り組んできたことをポスターにまとめて報告 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

資料９ 「児童の振り返り記述 等」 

①Before  ８月のグローバルキャンプ（３校合同交流会１回目）での振り返り        

 

 

After １２月のＫ授業（３校合同交流会２回目）での振り返り 

 

 

 

 

   

 

・自信を持って発表することができた児童が増えてきた。やりがいも持てているようだ。 

 

②２学期末の振り返り記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本校の児童につけたい資質能力を意識して取り組ませることで，やる気や粘り強さが出てきた。 



 

 

 

③日常の振り返り記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「○○が楽しかった。」「○ができなかった。」といった振り返り記述から，できるようになったこと，

思ったこと，次時の目標について記述できるようになってきた。 

 

④専門家の方に教えていただいた後の振り返り記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・専門的な知識を教えていただいたことで，学習意欲の高まる様子がみられたり，地域の方への感謝の

気持ちを抱くことができるようになってきた。また，今後やっていきたいことを決めることもできた。 


